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熊
野
町
の
小
・
中
学
生
の
学
力

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

＝
全
国
調
査
で
も
好
成
績
＝

　
今
年
６
月
に
実
施
さ
れ
た
、
広
島
県
の
「
基
礎
・
基
本
」
定
着

状
況
調
査
に
お
い
て
、
町
内
の
小
・
中
学
校
が
県
内
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
お
け
る
熊
野
町
の
成
績
は
、
昨
年
度
の
も
の
を
上
回

り
、
小
学
校
で
は
、
全
て
の
教
科
に
お
い
て
県
内
23
市
町
の
中
で

７
位
以
内
、
中
学
校
で
も
同
じ
く
１
教
科
を
除
い
て
１
〜
２
位
以

内
と
い
う
、
大
変
す
ば
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

【広島県基礎・基本定着状況調査の目的】

⑴  学習指導要領に示されている目標及び内
容に基づき、「読み・書き・計算」など
の基礎的・基本的な知識・技能の定着状
況とともに、思考力・表現力などの状況
を把握する。

⑵  児童生徒の生活や学習に関する意識や実
態及び各学校における教科指導等の実態
を把握する。

⑶  各学校が全県的な結果と比較・分析する
ことを通して、自校の課題を明確にする
とともに、指導内容や指導方法の改善・
充実を図る。

⑷  調査結果をもとに児童生徒の学習の到達
度を明らかにし、県の教育行政施策に生
かす。

広島県「基礎・基本」定着状況調査（平成24年度・平成25年度比較）
　この学力調査は、小学５年生と、中学２年生を対象として毎年実施されるものです。また、
今年度から理科が追加され、小学校においては３教科（国語・算数・理科）、中学校で４教科
（国語・数学・理科・英語）について、その学力の定着度合いについて調査が行なわれました。

【分析】
　 小学・中学ともに平成24年度にすでに県平均を上回っていますが、平成25年度では
さらにその差が大きくなり、１年で確実に学力が向上したことが分かります。

中学生平成24年度 平成25年度

※上記記載の数値は、「正答または準正答を解答した児童生徒の割合」を教科全体等で平均したものです。
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ま
た
、
本
年
４
月
に
全
国
で
実
施
さ
れ
た

「
平
成
25
年
度
全
国
学
力
・
学
習
調
査
」
に
お

い
て
も
、
小
・
中
学
校
の
全
て
の
教
科
で
平
均

を
上
回
る
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
調
査
の
結
果
は
、
平
成
23
年

に
策
定
し
た
「
第
５
次
熊
野
町
総
合
計
画
」
に

お
い
て
掲
げ
る
「
ひ
と
を
育
む
」
施
策
の
う
ち

の
「
基
礎
学
力
の
向
上
」
へ
の
取
り
組
み
の
成

果
が
、
早
く
も
現
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
す
ば
ら
し
い
結
果
は
、
児
童
生
徒

の
が
ん
ば
り
は
も
と
よ
り
、
家
族
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
と
教
職
員
の
努
力
の
賜
物
で
す
が
、
今

後
も
こ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
児
童

生
徒
の
学
力
の
維
持
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
以
外
の
「
ひ
と
を
育

む
」
教
育
に
つ
い
て
も
、
力
を
入
れ
た
施
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
）

【全国学力・学習状況調査の目的】
⑴  義務教育の機会均等とその水準の
維持向上の観点から、全国的な児
童生徒の学力や学習状況を把握・
分析し、教育施策の成果と課題を
検証し、その改善を図る。

⑵  学校における児童生徒への教育指
導の充実や学習状況の改善等に役
立てる。

⑶  これらの取組を通じて、教育に関
する継続的な検証改善サイクルを
確立する。

全国学力・学習状況調査（平成24年度・平成25年度比較）
　この学力調査は、小学６年生と、中学３年生を対象として毎年実施されるものです。また、
今年度から理科が廃止され、小・中学校ともに２教科（国語・算数（または数学））について、
その学力や学習状況について調査が行なわれました。

【分析】
　 平成24年度においては小学・中学ともに全国や県平均を下回る教科がありましたが、平成
25年度では全ての教科で平均値を大きく上回り、飛躍的な学力の向上が見られます。

中学生平成24年度 平成25年度

※上記記載の数値は、「正答または準正答を解答した児童生徒の割合」を教科全体等で平均したものです。
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※上記記載の数値は、「正答または準正答を解答した児童生徒の割合」を教科全体等で平均したものです。

は理科の調査は未実施は理科の調査は未実施

この学力の向上は
びっくりだりん♪


